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緒 言

愛媛大学農学部附属農場における水田は，大型機械の導入を前提に，稲作の近代化・労働生産

性の向上を図ろ目的で，大区画圃場を造成した。

造成水田における水稲の生産性は，土壌の性質，造成の工法などによって地力が異なるため，

一概には論じられないが，一般には，通常の水田に比べて生産力が低い。したがってその生産力

を向上させることが大きな課題となっている。

当農場でも，造成時の土壌の移動による理化学性の不均一によりもたらされた地力差をはじめ，

大型建設機械による過度の土製踏圧が不透水届を形成し，圃場の排水を悪くするなど，生産性を

低下させるいくつかの要因が提起された。そこで，まず，当農場の造成水田における水稲栽培の

実態と生産力の推移を検討し，生産性向上のための基礎技術を確立するためにこの調査を行った。

調査方法

調査は'７９年から'８２年まで４ケ年間行った。各年次とも，水稲品種は日本晴を用い，供試圃

場面積は３ないし７２αとした。

耕種概要は表１に示した。稲作初年度の'７９年は，人手不足と，基盤整備に多くの日数を要し

たため，播種適期を失し，やむを得ず，湛水直播の散播とした。播種量は１０α当り１２〃とし，

肥培管理は本県の慣行に従った。

’８０年は１．２号田には乾田直播（全面全固播，直播区と呼称）を，また３．４号田には椎苗

移植（移植区と呼称）を行った。直播区は１０α当り１０鞭の種子を散播とした。移植区は，２

条田植機で，条間３０～３２，，株間１８～１９，，６～７本植とした。施肥量は本県の施肥基準

（１０α当りＮ：１１雌，Ｐ20‘：８嫁，Ｋ２０：１１蛇）を３～４割増しとした。

’８１年も前年と同様に直播と移植を行った。施肥量は，’８０年よりさらに多くした。

’８２年は前年どおりの直播区，移植区のほか，客土区（３号田）を設けた。客土区の施肥量は，

他の区よりやや控え目にした。
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注）日本晴

生育調査は，直播区では，各区４～７ケ所に０．２加四方の鉄線ワクを固定し，その中の株につ

いて，また，移植区では各区４～６か所に調査地点を設け，１０株ずつを単位として生育ステー

ジごとに行った。

収量調査は，各年次とも，各区ごとに全刈調査法によった。コンバインで収穫し，全籾重を秤

量した後，一部の試料で水分含量を測定した。籾の乾燥は，循環型通風乾燥機で行い，籾水分を

適正値（14.5％）にした。籾すり作業は，精玄米と屑米とに分別して，それぞれ秤量し，収量を

算出した。

検査等級は，産米の出荷時における検査官の判定に従った。

調査結,果及び考察

1．水稲の生育

生育調査の結果は表１に示した。’７９年における湛水直播の初期生育は，不同沈下部（盛土

部に多い）では，深水の被害による苗の腐敗・枯死がかなり多くみられ，さらに凸部（切土部

１こ多い）ではスズメの食害などがあり，苗立ちは極めて不良で，欠株が多くなり生育も十分で

なかった。その結果，出穂期における茎数は少なく，稗長も短くなった。さらに，出穂後に地
ｒ

際から倒れる転び型倒伏」力電しく多かつた。コンバインによる収穫では，稗長が短小であ
ることによる未脱穀部の残り穂が多くなった。また，盛土部の軟弱地ではコンバインが埋まり

作業は困難を極めた。

以上のように，造成直後の水稲の湛水直播栽培は作柄面（生産力）及び，作業面（生産性）

共に問題点が多かった。

’８０年は，前年度における湛水直播の結果に基づき極力生育を良好にする目的で，直播と移
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植を行った。その結果，直播区の出芽・苗立ちは良好で補植作業をほとんど必要としなかった。

しかし，移植区は代掻き後，土壌が急速に硬化し，田植作業が不可能な個所もみられる一方，

不同沈下部（凹部）では水没による腐敗株が多く発生し，また，凸部では，活着不良による枯

死株がみられ，これらの補植のため多くの労力を要した。他方，両区とも分げっ期ごろから最

高分げつ期にかけてＮの欠乏が顕著となり，生育むらもかなりみられた。そのため，追肥の施

用量は多くなり，本県の施肥基準を３～４割上回った。Ｎの多用による倒伏は，両区とも全く

みられなかった。全般的な生育は，各ステージとも直播区が移植区より優り，特に直播区の穂

数は，移植区より３割程度多くなった。収穫作業は，盛土部の不同沈下部では前年と同様に困

難であった。

’8’年は，農閑期に基盤整備を行ったため，前年より地表面の均平化が進み，ほぼ水平状態

に達した。従って，用水の管理労力は大幅に低減した。生育状況は前年と同様に，伸長期にか

けてＮの欠乏が著しく，施肥回数も多くなり多肥施用となった。全般的な生育は，直播区が移

植区よりも優った。

’８２年も生育の概況は，直播区が移植区より優った。しかし，移植区の客土した区では，Ｎ

施用を減じたが，生育後期まで下葉の枯れあがりが少なく，健全な生育の様相を示した。また，

出穂後は２度の台風に見舞われた。しかし客土した移植区は，全く倒伏しなかったが，直播区

はほとんど倒伏した。これによって，造成後間もない水田への客土は，肥効の持続，根群の発

達を促し，地上部の支持力を増すことが立証された。

以上，４か年間の結果をまとめると,造成水田における湛水直播は,苗立ちの不貸),収穫作

業の困難性など，多くの問題点を生じたが，乾田直播は各年次とも出芽・苗立ちが良好で，安

定した生育を示した''2‘3)｡一方,稚苗の移権画ま,水深差の著しいところでは，植付後の水没によ

る腐敗から，欠株を多く生じた。栽培様式を異にした水稲の生育は,各年次とも１直播区が移植
ｌｏＺＤ３）.

区より良好で，特に穂数の確保は，移植よりも直播した方ｶﾇ容易であった。

2．水稲の収量

造成水田における水稲の生育は，同一区画内でも肥沃度，地表面の均一性の問題などから，

かなりのｒむら」がみられ，その結果，部分刈りによる収量の推計には誤差が大きいと考えら
れたので，各年次とも全刈によって収量を求めた。

水稲収量の経年比較および精玄米収量の比較は表２，３に示した。リ７９年の湛水直播栽培は，

前述の通り播種期の著しい遅延により，栄養生長期間が短く，生育は不良となり平均玄米収量

は１０α当り183.7”で，極めて少なかった。'８０年には，直播区の収垂は３４８kgで移植区の

２３８ｋｇに対して約４６％の著しい増収となった。'８１年も前年と同様に直播区が多くなったが，

移植区も収量の増加がみられたので，直播区の増収は１８％であった。’８２年は，出穂後に台

風の影響をうけて直播区は倒伏したため，移植区より９％程度の増収にとどまった。なお，３

号田の客土区は，他の区と比較して高い収量が得られているが，これは客土によって生育が良

好となり,倒伏もなく，生育後期まで健全な生育･'･'０．'2)を示したためと考えられる。
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表－３精玄米収量の．比較

表－２水稲収量の経年比較

粗玄米粒数（㎡）
当り粒数

４

穏数（㎡）

つぎに，当農場の全水田における生産力の推移をみるために，全収穫量から単位面積当りの

収量を算出した。'７９年は，前述した諸要因によりその成績は参考にとどめ，'８０年の２９２．７

k9を基準（１００）として経年変化をみると，'８１年は１４３．５，℃２年は１３０．１となり，’８１年

における飛躍的な増収が注目される。また，２８２年は，台風の影響による減収が考えられるの

で，台風災害がなければ，さらに増収していたものと考えられる。

注）愛媛県収量：愛媛統計情報事鴇所の資料による。
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ここで，以上の経年収量を本県の水稲平均収量とjｊｊIrすると，’８０年は，県の平均収量１０

α当り386.0k9に対し，当農場の収量はその75.8％に過ぎなかったが，’８１，’８２年はそれぞ

れ約８９％，８７％と上昇し，順次，本県の収量水準に近づいている。

出荷時における生産米の検査等級はダ比較的気象条件に恵まれた'８０，，８１年はすべて１等
ｒ

米で品質は良』とされたが，’８２年は出穂後の２度にわたる台風の被害で品質の低下がみら

れ，１等米はわずか5.6％と極めて少なかった。

以上の結果から，当農場の造成水田における'７９年から４か年間の水稲生産力は，年次の経
1.2,3)'

過とともIこ増大し，なかでも，直播栽培が移植栽培よりも高い収量・'が得られた｡収量腎成要弱暗

のうち，穂数並びに千粒童をみると，穂数は，各年次とも移植区は１㎡当り２４０～３６０本で

あったのに対し，直播区は，４００～４５０本で移植区より多く，千粒重は直播区が全般に移植

区より大であった。このことから，直播区が移植区より多収であったのは,穂数６琴<確保１．２，３）
され,籾の充実6痕く，千粒重が大となっだ‘'９．１２)ことに起因していると考えられる。

水稲の生産力を向上させるには,一般には早植栽培が最も効果戯３１‘．!’)と考えられるが,当農場

では水利慣行からくる制約のために，現状ではその実施が不可能である。従って，従来の稚苗

育苗から中苗育苗による植付方法に転換して，初期生育の促進を図ろ必要があろう。その意味

で'８３年における移植栽培は，すべて中苗育苗により試験を行うことにした。一方，本調査の

結果からみられるように，直播栽培において好成績が得られたので，今後は直播栽培を主体と

した作付が望ましいと考えられる。

ただ，多くの試験結果３．１３》から，連年の鞄珂直播親告は,地力の低下を伴うとされているので，

今後は，直播一移植一直播という栽培法の改善によって，水稲収量の一層の増加が期待される。

摘 要

造成完了後の'７９年から'８２年までの４か年にわたる水稲の生産力は，年次の経過とともに生

育は良好となり，収量も増加したが，未だに本県の平均収量の約８７％に過ぎず，生産力の向上

が強く望まれる。

今後の水稲生産力向上の途は，栽培技術面からみると，早植栽培が最も効果的と思われる。現

状では，当地方の水利慣行からくる制約のためにそれが不可能である。従って，従来の稚苗育苗

から，全面的な中苗育苗による稲作に転換し，栽培技術の改善によって，初期生育の促進を図ろ

必要があろう。一方，直播栽培においては，移植栽培より，各年次とも高い収量が得られたこと

から，今後は直播栽培を主体とした栽培が望ましいと考える。

つぎに，土壌管理面からみると，当農場の水田はせき薄土壊のため，地力の増強を図ることが

当面の最重要課題である。それには，有機物の施用や，マメ科の牧草類を裏作に取り入れたりす

ることも必要であろう。土壌の理化学性の改善によって地力をつけておくことは，気象条件によ

る変動幅を小さくして安定的な生産性を発揮できることにもつながるであろう。

５
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稲作にあたって，有益な御助言を賜わった本学作物学研究室川合通資教授，佐藤亨講師の両先

生に感謝の意を表します。

また，本調査を遂行する上で御協力いただいた技官諸氏に厚く御礼申上げます。
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1．Sincethepaddyfieldwasreclaimed，fouryearshaveelapsed・Duringtheperiod

froml979tol982，ａｓｔｅａｄｙｉｎｃｒｅａｓｅｏｆｔｈｅｙｉｅｌｄｏｆｒｉｃecrophasbeenobserved・

Buttheproductivityreachedonｌｙ８７ｐｅｒｃｅｎｔｏｆｔｈｅａｖｅｒａｇｅｉｎＥｈｉｍｅSofurther

increaseinthepmductivityisrequiredFromtheview:pointｏｆpaddyfieldmanagement，

ｅａｄｙｐｌａｎｔｉｎｇｃｕｌｔｕｒｅｐｒｏｖｅｄｔｏｂｅｐromisinginordertOincIeaseyieldｓＨｏｗｅｖｅｎ

ｔｈｅｃｕｓｔｏｍｏｆｗａｔｅｒｕｓｅｏｆｔｈｉｓａｒｅａｍａｋｅｓｔｈｅｃｕｌｔｕｒｅｉｍｐｏｓｓｉｂｌｅ・Although

itisbettertotransplantseedlingsatanearlystagefoIlesseningthelabozthe

productivitywaｓｉｎｆｅｒｉｏｒｔｏｔｈｅｒｉｃｅｃｒｏｐｗｈｉｃｈｗａｓｔｒａｎｓｐｌａｎｔｅｄａｔｔＩｉｅｍｏre

advancedstageofseedlingｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ・Ｓｏｆｒｏｍｏｕｒｒｅｓｕｌｔｓ，transplantmgof

sucholderseedlinｇｉｓｒｅｃｏｍｍｅｎｄｅｄｌｎｔｈｉｓｃａｓｅ，vigorousgrowthjustafterthe

transplantingmustbeattamedbyhighlyimplovedplactices、

2．Everyyear，cultivationbydirectsowmgproducedmoreyieldscomparedwith

cultivationbytmnsplanting、ＴｈｉｓｓｈｏＷｓｔｈａｔｔｈｅｆｏｒｍｅｒｓｈｏｕｌｄｂｅｔｈｅｍamcultuIe

systemofricecropping

3・Ｔｈｅｓｏｉｌｏｆｔｈｅｒｅｃｌａｉｍｅｄｐａｄｄｙｆｉｅｌdisusuallyunfertileandproductiｖｉｔｙ

ｉｓｌｏｗ､Ｔｈｕｓｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔｏｆｓｏｉｌｆｅｒｔｉｌｉｔｙisthefirstnecessity・Ｂｙｉｍｐｍｖｉｎｇｔｈｅ

ｐhysicalandchemicalpropertiesofｔｈｅｓｏｉｌ，ａｎｎｕａｌｃｈａｎｇｅｏｆｔｈｅｙｉｅｌｄ，which

isheavilyaffectedbysevereclimaticconditions，ｗｉｌｌｂｅｃｏｍｅｓｌｉｇｈｔａｎｄｔｈｅ

ｐｒｏｄｕｃｔｉvitystable．
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